
 

 

〇新型コロナ感染症対策の要望書を知事に提出。  
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＊経緯 

 奈良県は、休業要請が出されおらず、県外から奈良県のパチンコ

店に客が来ている現状や奈良県に於いてもコロナ感染者が出てい

るにも関わらず、PCR 検査が市民の要望があっても受けられない、

病床数が十分に確保されていない等の問題があり、休業要請、休業

補償、ＰＣＲ検査の拡充等の１５項目の要望を提出しました。 

＊県の対応 

４月２４日 知事は、休業要請、休業補償等を発表。 

＊現状 

５月１５日 県は、緊急事態宣言を解除（一部は、休業要請を継続）。 

      

知事に要望書提出・面談（知事室） 
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本年４月、ふるさと納税に、動物愛護の項目が新設。 

県議会で犬、猫の殺処分の減少（犬、猫の避妊・去勢）

にむけて基金の創設に取り組んできました。 

 （昨年１２月県議会の本会議で質問） 

また、殺処分ゼロをめざす奈良県議会議員連盟でも取

り組んできました。 

議員連盟は、昨年に発足し本年 1月に宇陀アニマルパ

ーク（保護施設）を視察し、県担当職員・宇陀アニマル

パークの職員と意見交流を行いました。 

今後、動物愛護団体の方と意見交流会等の企画をして

いますが、コロナの収束状況を見て、判断していきます。 
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〇県議会プロフイール 

 ・常任委員会 

   文教くらし委員会副委員長 

 ・特別委員会 

   少子化対策・女性の活躍促

進委員会委員長 

 ・関西広域連合議員 

 ・殺処分ゼロをめざす奈良県議

会議員連盟会長 

 ・脱原発をめざす奈良県議会議

員連盟幹事長 

あすか野北３―１－３ 

令和２年６月発行 

元社会科教諭 

見張り番・生駒代表

幹事 

〇動物愛護―ふるさと納税に動物愛護の項目が新設され、犬・猫の殺処分をゼロを目指します。 
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関西テレビ放映 

 

 

質問項目 

１ 奈良県ビジターズビューローの不適切会計とパワハラ 

２ 奈良県内における政治意識調査 

３ 平城宮跡歴史公園南側の工場跡地の活用 

４ 県立高等学校の制服 

５ プラスチックごみの削減 

６ 部落差別解消推進条例 

              3～６は、質問の要旨を省略 

質問１ 

奈良県ビジターズビューローの不適切会計とパワハラ 

県が毎年、補助金（昨年は、約 1憶 2千万円）を支出。

この県ビジターズビューローの理事長は、知事。専務理

事は、県を退職し天下りをした職員です。 

 ここで、収支計算書の虚偽記載や不適切な会計が行わ

れています。また、専務理事のパワハラにより、37名中

18名が退職している。知事は、どのように対処するのか。 

＊ビジターズビューローとは、県が約１億６千万円を出資し、県の

観光振興を目的として設置した団体 

 

知事答弁 

会計処理については、県ビジターズビューローの監

事に監査を実施するように要請しています。この報告

を待って対応を検討します。 

相当数の離職者が生じるなど専門性の維持・向上に

懸念があり、運営の適正化をはかる必要があります。 

＊その後の監査結果 

 県ビジターズビューローの不適切会計について、是

正の監査結果が出ました。 

 

質問２  奈良県内における政治意識調査について 

 昨年 12 月の本会議でも県が実施した政治意識調査は、憲法で保障さ

れている投票の秘密・思想の自由等を侵害しており、今後の調査の中止

と今までに、調査した内容の公表をしないように求めてきた。その後、

知事は、今後の事業の中止を発表しましたが、実施した政治意識調査は、

公表するというものです。 

質問項目に基本的人権を侵害する内容を含んでおり、公表も中止すべ

きです。 

 

知事答弁 

今回の調査は、無記名であり、任意の

調査であることから、投票の秘密や思

想及び良心の自由等の基本的人権を

侵害する指摘は、全く当たらないと思

っています。分析結果を公表すること

で、議員のご懸念は、当たらないと考

えております。 

 
４月２日 政治意識調査について提訴！ 
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４月２日 関西テレビ情報ランナー放送 

記者会見のコメント・・政治意識調査は、奈良県における政治意識の向上に資するものであって、こ

の調査は、県民の投票の秘密等を侵害していること、また、調査項目に奈良県と全く関係のない項目

（例、知事の人気度をきく）が多数あり、調査の趣旨を逸脱している。 

休校中は、オンライン授業等が必要です。県立高等学校では、９１％の家庭でインターネット環境がありますが、

インターネット環境のない９％について、県の補助等の早急な検討が必要です。冬にコロナの第２波も想定し、

充分な準備を県教委・各市教委が備えておく必要があります。 

 

〇休校についての文教くらし委員としての考え！ 
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